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８-１. ８-２

ＳＵＢＡＲＵ車の歴史は、第二次世界大戦終戦まで独自の開発力と高い技術力で世界有数の航空機
メーカーであった「中島飛行機」に端を発します。埼玉スバルでは、その歴史と技術力を永く後世に伝
えていくため「さきたまガーデン」内に「日本航空館」を設け「一式戦闘機 隼」など中島飛行機が生み
だした名機の数々を模型展示しているほか、富士重工業製で初の国産ジェット練習機「T-1初鷹」の
実機も所蔵しています。 さらに終戦直後に富士産業に改名して製造販売した「ラビットスクーター」
や、自動車に搭載されている水平対向エンジンのモデルほか様々な資料を展示しており、航空機か
ら自動車へ脈々と受け継がれるSUBARUの技術をご覧いただくことができます。
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（１） 事業所名
  埼玉スバル株式会社

  

（2） 所在地
  埼玉県さいたま市中央区上落合8-4-11

（3） 代表者名
  代表取締役社長    吉 澤  裕

（4） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
責任者  石 田  修 司

事務局長  秋 山  浩

担当者  北 原  弘 靖

連絡先 ＴＥＬ 048-852-0１37 FAX 048-711-9901

URL https://www.saitama-subaru.co.jp/

（5） 主たる事業の内容
スバル車の販売並びに付随する関連業務

１．新車販売  

２．中古車販売

３．車検整備・点検整備・一般修理・鈑金塗装

４．自動車部品・用品・関連商品販売

５．自動車リース

６．損害保険代理店業務

（6） 事業の規模
年間売上高     約 ２０８億３０１３万円／年 （２０２２年度)

年間販売台数   ７３５０台 （２０２２年度)

＜新車…４４９８台、 中古車…２８５２台＞

従業員 376 名   （２０２２年３月３１日現在）

セールス サービス 部品 その他 計

117人 158人 11人 90人 376人

拠店数

新車スバル拠点   18

整備鈑金拠点       3

会社概要

本社              1

中古車拠点    6

営業本部長

総務部部長

総務部課長
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工場

資格

1  本社  さいたま市中央区上落合８－４－１１ - A

2  与野店  さいたま市中央区上落合９－１２－４ 認証 C

3  川越店  川越市山田３６３ 指定 C

4  越谷店  越谷市瓦曽根２－８－７１ 指定 C

5  川口店  川口市芝４４３４ 指定 C

6  所沢店  所沢市上新井４－２５－１ 指定 C

7  大宮店  さいたま市北区吉野町２-２３０ー１ 指定 C

8  新座店  新座市大和田４－１－５ 指定 C

9  本庄店  本庄市東台５－３－２６ 指定 C

10  春日部店  春日部市小渕５８８ 指定 C

11  北本店  北本市深井６－８２ 指定 C

12  浦和店  さいたま市南区曲本１－１７－１９ 指定 C

13  東松山店  東松山市六軒町２２－８ 指定 C

14  鶴ヶ島店  鶴ヶ島市脚折町４－１０－５ 指定 C

15  熊谷店  熊谷市久下４－１１１ 指定 C

16  狭山店  狭山市上奥富２０５－２ 指定 C

17  久喜店  久喜市久喜本７７５－１ 指定 C

18  ＣＳ大宮  さいたま市北区吉野町２-２２３ - B

19  ＣＳ羽生  羽生市須影３６０ 認証 C

20  ＣＳ熊谷  熊谷市久下４－１０８ - B

21  ＣＳ北本  北本市宮内５－２６ 認証 C

22  三郷店  三郷市南蓮沼２４３－１ 指定 C

23  ＣＳ岩槻  さいたま市岩槻区城南２－１－１０ - B

24  ＣＳ秩父  秩父市大野原１０９０ 指定 C

25  富士見ＳＳ  入間郡三芳町竹間沢３４－１ 認証 D

26  熊谷ＳＳ  熊谷市広瀬１１８－１ 指定 C

27  さきたまガーデン  行田市佐間１６２６ 指定 Ｄ

28  大宮ＢＰ  さいたま市北区吉野町２-２３０－９ 認証 Ｅ

＊工場の資格 ・指定は指定整備工場
・認証は認証工場

＊組織区分 A＝オフィス業務
B＝オフィス業務＋販売
C＝オフィス業務＋販売＋整備
D＝オフィス業務＋整備＋鈑金塗装
E＝オフィス業務＋鈑金塗装

拠点 住所
組織
区分

認証登録範囲
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環境経営 環境経営 環境経営 環境経営 環境経営 環境経営 環境経営 環境経営

責任者 責任者 責任者 責任者 責任者 責任者 責任者 責任者

総務部 選任責任者 越谷店 店長 川越店 店長 与野店     店長 本庄店 店長 CS大宮 店長 センター長 富士見 BP課長

経理部     選任責任者 春日部店   店長 所沢店     店長 川口店  店長 東松山店 店長 CS羽生 店長 BP課長 大宮BP BP課長

企画室     選任責任者 三郷店 店長 新座店 店長 大宮店     店長 熊谷店 店長 CS熊谷 店長 部品課長

営業部         選任責任者 鶴ヶ島店     店長 北本店    店長 久喜店    店長 CS北本 店長

業務部   選任責任者 狭山店 店長 浦和店    店長 熊谷ＳＳ 店長 ＣＳ岩槻 店長

サービス部 選任責任者 ＣＳ秩父 店長

情報システム 選任責任者

環境経営 環境経営 環境経営 環境経営 環境経営  環境経営 環境経営 環境経営

推進委員 推進委員 推進委員 推進委員 推進委員 推進委員 推進委員 推進委員

総務部    選任スタッフ 越谷店     
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

川越店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

与野店     
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

本庄店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

CS大宮 選任スタッフ パーツ 選任スタッフ 富士見
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

経理部    選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ CS羽生
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ＰＤＩ 選任スタッフ 大宮BP 選任スタッフ

企画室    選任スタッフ 春日部店   
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

所沢店     
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

川口店  
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

東松山店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

選任スタッフ さきたまBP   選任スタッフ

営業部 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ CS熊谷 選任スタッフ

業務部     選任スタッフ 三郷店      
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

新座店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

大宮店     
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

熊谷店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

CS北本 選任スタッフ

サービス部 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ ＣＳ岩槻 選任スタッフ

情報システム 選任スタッフ 鶴ヶ島店     
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

北本店    
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

久喜店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ＣＳ秩父
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ

狭山店
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

浦和店    
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

熊谷ＳＳ
ｻｰﾋﾞｽ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

選任スタッフ 選任スタッフ 選任スタッフ ◎選任スタッフは各部署、各拠点の選任された社員とする

    (原則、各実績入力担当者とする )

推進体制

教育

（社内教育委員）

株式会社SUBARU

（CSR・環境推進室）

内部監査

（内部監査委員）

さきたま
 ガーデン

（副責任者   総務部長）

環境経営管理統括責任者

（代表取締役社長）

（責任者   営業本部長）

環境経営保全会議

環境経営管理責任者

ＥＡ２１推進事務局
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担当者 役割・責任及び権限

環境経営管理統括責任者 環境経営マネジメントシステム（EMS）執行の最高責任者

（代表取締役社長） 環境経営方針を定め、必要に応じ見直す

経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

効果的で必要十分な実施体制を構築し・役割・責任及び権限を定める

EMSの見直し（マネジメントレビュー）を行う

・要員（人材）・設備・資金等の資源を経営上対応可能な範囲で用意する

環境経営管理責任者を任命する

環境管経営管理責任者 本業の業務とは関わりなく、EMSを・確立・実施・維持する責任と権限を有する

（営業本部長） ・環境経営方針・環境経営目標に沿って全社の・環境経営活動実施計画書を作成する

「環境法規制等とりまとめ一覧表」を作成し、最新状態を維持する

・環境経営マニュアル・手順書・帳票等の文書を維持管理する

緊急事態の訓練を計画し実施する（拠点の実施を推進する）

環境に関する行政機関対応の責任者（法規制対応も含む）

マネジメントレビューの報告情報を取りまとめ報告する

環境経営に係わる教育訓練を推進する

外部からの苦情対応の責任者

内部監査委員の任命

環境経営管理副責任者 上記管理責任者の業務を補佐する

（総務部長）

EA21推進事務局 環境経営管理責任者を補佐し・ＥＭＳの確立・実施・維持全般に関する事務局業務を行う

・環境経営マニュアル・手順書・帳票等の見直し、最新版の管理

各部門、各拠点との調整をし情報伝達する

全社ＥＭＳの進捗管理、審査対応窓口（外部との調整を含む）

マネジメントレビューの情報収集と整理

(株)SUBARUの環境推進部門との窓口

環境経営保全会議 環境経営マネジメントシステム（EMS）運営にあたり、環境経営管理責任者・環境経営

管理副責任者ＥＡ２１推進事務局が協議し、必要に応じ統括責任者に意見具申する

内部監査委員 全組織、全業務を対象とした監査を行う

・ＥＡ２１のガイドライン・自社のルールに適合しているか監査する

環境経営への取組み及びシステムが組織的に改善されているか監査する

 監査及び評価を行い・代表者・環境経営責任者に報告する

部門長 各拠点長は拠点の環境経営活動の実質的な実施責任者

拠点経営推進責任者 各拠点長は・拠点特有の目標・環境経営活動計画野策定・拠点の数値化された目標

（拠点長） 達成に取り組む

各拠点長は・拠点内社員の教育・取り組みの確認・是正などを行なう

各部門長は推進事務局と各拠点長の調整を行なう

環境経営推進委員 各部長･各拠点責任者を補佐し、自部署、自拠点の環境活動を指導し推進する

一般従業員 環境経営活動の重要性を自覚し、必要な環境教育訓練を受け・環境経営方針・環境経営

目標・環境経営活動実施計画書に基づいて、日常の環境経営活動に取り組む

役割・責任及び権限
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 埼玉スバルが未来に亘り事業活動を継続していく上で、地域市民として郷土に貢献し、

 すばらしい地域環境と地球環境の構築のため、地域に密着した環境保全活動を行い、

 美しい「彩の国」埼玉を実現させることを基本理念とします。

 埼玉スバルが行う、自動車および部品の販売、加工、修理、再生業務等に関する事業
 活動が環境に与える影響を考慮し、以下の環境保全活動を推進します。

 １． 事業活動の全領域で、省資源、省エネルギー、リサイクル、公害防止に配慮し、地域
    社会に、安心で住みよい環境が与えられるような活動を行います。

 ２． ＣＯ２の削減に努め、次世代の未来が、美しい環境であるよう、努めます。
   

 ３． 環境汚染を未然に防止し、環境マネージメントシステムと環境パフォーマンスが
    継続的に改善できるように推進します。

 ４． 適用する環境関連の法規則、条例、および当社が同意するその他の要求事項を
    遵守します。

 ５． 特に次の環境保全の重要項目に対して、環境経営目標を設定し、積極的に取り組みます。
     ①省エネルギーの推進（電力使用量の削減、ガソリン使用量の削減）
     ②廃棄物の削減（一般廃棄物・産業廃棄物の排出量の削減）
     ③水使用量の削減
     ④化学物質の削減、適切な管理
     ⑤環境配慮車（アイサイト車）の販売促進に努めます。

 ６． 業務の効率化に積極的に取り組み、省エネ・少資源化に繋げます。

 ７． 法定点検の促進・整備入庫車の促進とクレーム発生率削減に努めます。

 ８． 地域に密着した環境保全活動に積極的に参加し、貢献に努めます。

 ９． この環境経営方針を全従業員が共有し、啓蒙活動を推進し、内部コミュニティーの活性化を
    図り、環境保全活動に対する意識の高揚を図ります。

 

 埼玉スバル株式会社

 取締役社長   吉 澤   裕 

 2021 年2月5日改訂

環境経営方針

＜＜基本理念＞＞

＜＜基本方針＞＞
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 １．基準年の実績 

     環境負荷実績 

２０２０年度を基準年として取り組みます。

当社における２０２０年度の、環境負荷実績は以下の通り。

２０２０年度 ２０２０年度

総量 台当たり

電力 kWh 1,733,624.00 8.654
ガソリン L 266,520.55 38.654
都市ガス ㎥ 5,575.00 9.546
LPG kg 15,129.01 12.181
CO2排出量 kg-CO2 1,531,894.45 7.393

一般廃棄物排出量 kg 134,028.11 0.647
産業廃棄物排出量 kg 603,048.47 3.010
水使用量 ㎥ 15995.00 0.077

  化学物質使用量 kg 686.58 0.376

※電力CO2排出係数は2020年度の出光グリーンパワー排出係数0.483kg-CO2/kWhで算出

※産業廃棄物総排出量は有価物(廃油、廃バッテリー、廃バンパー)排出量も含めて算出

※電力・産業廃棄物は整備台数の１台あたりの実績

※ガソリンは販売台数(新車＋中古車)の１台あたりの実績

※都市ガス、LPGは自社鈑金塗装実施台数の１台当たりの実績

※CO２排出量・一般廃棄物排出量・水使用量は (販売台数＋整備台数)の１台あたりの実績

※化学物質はPRTR対象物質使用量とし自社鈑金塗装実施台数の１台あたりの実績

 環境配慮車（アイサイト車）の販売促進への取り組み  

当社における基準年と、２０２２年度の環境配慮車(アイサイト車)販売比率は以下の通り。

２０２０年度 ２０２２年度

3659台 3845台
3623台 3726台
99.0% 97.0%

環境経営目標

登録車台数

(内数)アイサイト車

当社はエコアクション２１を取り組むにあたり、特に環境への負荷が大きいと思われる ・電力・ガソリン・水
の使用量・ＣＯ２・廃棄物の排出量・化学物質の使用量を把握し、目標をもって削減に取り組みます。また

環境配慮車(アイサイト車)の販売を促進し、目標をもって拡販に取り組みます。

エネルギー使用量

項目

項目 単位

アイサイト比率
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 ２．環境経営目標 

 環境負荷削減目標  

２０２０年度を基準年として取り組みます。

エコアクション21では環境負荷実績を台当たり(原単位)で目標設定します。

2020年度(基準年) ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

台当たり 台当たり 台当たり 台当たり

-1% -2% -3%

8.654 8.568 8.481 8.395
-1% -2% -3%

38.654 38.268 37.881 37.495
-1% -2% -3%

7.393 7.319 7.245 7.171
-1% -2% -3%

0.647 0.640 0.634 0.627
-1% -2% -3%

3.010 2.980 2.950 2.920
-1% -2% -3%

0.077 0.076 0.076 0.075
-1% -2% -3%

0.376 0.372 0.368 0.365

※電力CO2排出係数は2020年度の出光グリーンパワー排出係数0.483kg-CO2/kWhで算出
※産業廃棄物総排出量は有価物(廃油、廃バッテリー、廃バンパー)排出量も含めて算出
※電力・産業廃棄物は整備台数の１台あたりの実績
※ガソリンは販売台数(新車＋中古車)の１台あたりの実績
※都市ガス、LPGは自社鈑金塗装実施台数の１台当たりの実績
※CO２排出量・一般廃棄物排出量・水使用量は (販売台数＋整備台数)の１台あたりの実績
※化学物質はPRTR対象物質使用量とし自社鈑金塗装実施台数の１台あたりの実績

 環境配慮車（アイサイト車）の販売目標  

環境配慮車（アイサイト車）の販売目標は、登録車台数内のアイサイト車比率で目標設定します。

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

95.0% 95.0% 95.0%

公益財団法人・交通事故総合分析センター（ITARDA）のデータを基に独自算出 

＊２０１４－１８  アイサイト（ver.3）搭載車

水使用量 ㎥

一般廃棄物総排出量 kg

産業廃棄物総排出量 kg

アイサイト車販売比率

項目

  化学物質使用量 kg

SUBARU車1万台あたりの追突事故件数

追突事故発生率
       アイサイト搭載車＊は

    追突事故発生率

 ［ 0.06 % ］

ガソリン L

CO2排出量 kg-CO2

項目 単位

電力 kWh

エネルギー
使用量
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中期計画
(２０２１年度～２０２３年度）

２０２２年度活動計画

①台当たり量の対前年比１％削減 始業／終業時間の明確化

  を目指す 残業時間減少に繋げる業務組立 

②随時、省エネ機器への代替を促 早期受注・早期作業予約獲得

  進 代車の燃料管理

③業務効率アップによる削減を目 社用車の定期点検整備実施

   指す エコドライブの推進

ＷＥＢ会議・ＷＥＢ研修研修の推進

台当たり量の対前年比１％削減を 洗車機エコモード設定 

目指す 下部洗浄機の活用 

洗車有無の確認

台当たり量の対前年比１％削減を 電子文書の積極使用

目指す 分別の徹底

台当たり量の対前年比１％削減を 廃バンパーのリサイクル回収徹底

目指す 電子マニフェストへの移行検討

リビルト部品の活用

分別の徹底

①ＰＲＴＲ、VOCの管理の徹底 水性塗料の利用促進 

②水性塗料の利用促進 廃シンナーの再生機活用

③台当たり量の対前年比１％削減

  を目指す

環境対応車（新型車）の導入促進 環境対応車への代替促進

ＥｙｅＳｉｇｈｔ車の販売比率９５%以上 ＥｙｅＳｉｇｈｔ車の販売促進

試乗会／体験イベントの開催

法定点検・車検の入庫推進 マイスバル（ＳＮＳ）の活用促進

点検パック加入促進

早期作業予約の促進

入庫管理・行程管理の精度をあげ 壁面表・スマートボードの活用

効率的運営による作業時間短縮 時間単位の入庫予約推進

SUBARUは⾃動⾞のライフサイクル全体のCO2排出量を評価するLCA※3を実施しています。
※3  LCA （Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメント）：商品やサービスの原料調達から生産、使用、廃棄・リサイ

項目

産業廃棄物排出量

総排水量

 環境に配慮した車両販売促進

環
境
負
荷
項
目

    クルに至るまでの一連のライフサイクルにおける環境負荷を総合的に評価する環境影響評価手法のこと。

 電力

 ガソリン
エネルギー
使用量

 ＣＯ2排出量

２０２２年 環境経営計画

 推進項目

一般廃棄物排出量

化学物質使用量
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 環境への負荷の状況（取りまとめ表） 

(総使⽤量・総排出量)
年度 ２０２０ ２０２１ ２０２２

単位 総量 総量 総量

電力 kWh 1,733,624.00 1,832,673.00 2,016,990.00
ガソリン L 266,520.55 273,549.73 286,412.01
軽油 L 6,846.04 7,390.34 9,169.48
灯油 L 455.65 509.00 226.00
都市ガス ㎥ 5,575.00 6,597.00 6,438.00
LPG kg 15,129.01 16,413.03 15,543.22
CO2排出量 kg-CO2 1,531,894.45 1,601,432.01 1,723,855.36

kg 134,028.11 136,995.54 124,645.81
kg 603,048.47 615,561.42 624,782.97
㎥ 15995.00 16928.00 15183.00
kg 686.59 771.51 839.40

(台当たり使⽤量・台当たり排出量)
年度 ２０２０ ２０２１ ２０２２

単位 台当たり量 台当たり量 台当たり量

電力 kWh 8.654 8.495 9.365
ガソリン L 38.654 46.897 38.968
都市ガス ㎥ 9.546 11.473 8.795
LPG kg 12.181 9.758 12.996
CO2排出量 kg-CO2 7.393 7.228 7.740

kg 0.647 0.618 0.560
kg 3.010 2.853 2.901
㎥ 0.077 0.076 0.068

  化学物質使用量 kg 0.376 0.342 0.435

(台当たり使⽤量・台当たり排出量グラフ)

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

水使用量

項目

エネルギー
使用量

水使用量

  化学物質使用量

一般廃棄物総排出量

産業廃棄物総排出量

取り組み結果、環境負荷状況

項目

エネルギー
使用量

38.654 
46.897 

38.968 

２０２０ ２０２１ ２０２２

ガソリン

7.393 7.228 
7.740 

２０２０ ２０２１ ２０２２

ＣＯ₂

8.654 8.495 

9.365 

２０２０ ２０２１ ２０２２

電力

0.647 0.618 0.560 

3.010 2.853 2.901 

２０２０ ２０２１ ２０２２

廃棄物

一般廃棄物 産業廃棄物

0.077 0.076 

0.068 

２０２０ ２０２１ ２０２２

水使用量

0.376 0.342 
0.435 

２０２０ ２０２１ ２０２２

科学物質

7



 

 環境への負荷実績と評価 

２０２２年度目標値 ２０２２年度実績値

台当たり(原単位目標) 台当たり(原単位実績)

電力 kWh 8.481 9.365 -10.4% ×
ガソリン L 37.881 38.968 -2.9% △
CO2排出量 kg-CO2 7.245 7.740 -6.8% △

一般廃棄物総排出量 kg 0.634 0.560 11.7% 〇
産業廃棄物総排出量 kg 2.950 2.901 1.7% 〇
水使用量 ㎥ 0.076 0.068 9.9% 〇

  化学物質使用量 kg 0.368 0.435 -18.2% ×
※電力CO2排出係数は2020年度の出光グリーンパワー排出係数0.483kg-CO2/kWhで算出
※産業廃棄物総排出量は有価物(廃油、廃バッテリー、廃バンパー)排出量も含めて算出
※電力使用量・産業廃棄物排出量は整備台数の１台あたりで算出
※ガソリン使用量は販売台数(新車＋中古車)の１台あたりで算出
※CO２排出量・水使用量・一般廃棄物排出量は (販売台数＋整備台数)の１台あたりで算出
※化学物質使用量はPRTR対象物質使用量とし自社板金塗装実施台数の１台あたりで算出

 環境配慮車（アイサイト車）の販売促進への取り組み実績と評価 

項目 ２０２２年度目標値 ２０２２年度実績値

95.0% 97.0%

 環境経営目標を達成するための取り組みと評価、次年度の取り組み 

① 電力使用量削減

職場環境を改善するために、全店舗整備工場にエアコンを随時設置してきました。

日中の作業効率低下を抑えることができましたが、新店舗のオープンも有り電気使用量が増えた

結果となりました。

次年度更に作業入庫の平準化を進め、作業効率を上げ切電に取り組んでいきます。

② ガソリン使用量の削減

・新車・中古車登録台数が共に対前年を上回り、結果台当たり使用量も上昇傾向にありました。

引き続き社員の異動を抑えるため・ＷＥＢ会議・ＷＥＢ研修を実施し業務効率を上げて削減に

取り組んでいきます。

③ ＣＯ２排出量の削減

昨年に続き総排出量は削減できませんでしたが、徐々にコロナ禍前の状態に戻りつつなかで

２０２０年度に比べエアコン設置による電気使用量の増加を考えると、その他の項目では減少

努力が見られます。引き続き削減に向け取り組んでいきます。

④ 一般廃棄物の削減

徐々に使い捨て容器から以前の状態に戻していましたが、現時点でもすべてを戻すのは難しい

状況の中、削減する事が出来ました。次年度もその他の廃棄量をおさえつつ進めていきたいと

考えています。

環境経営目標達成状況と評価

削減率

アイサイト比率

評価

〇

評価項目 単位

エネルギ－
使用量
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⑤ 産業廃棄物の削減

産業廃棄物全体量は上昇傾向となりましたが、品目で目立ったのはリサイクルされる

バンパー／タイヤ／バッテリーなどです。その他の項目は減少傾向が見られます。

今後も・分別の徹底・適正処理・環境保全に努めていきます。

⑥ 水使用量の削減 

昨年、一昨年に対し総使用量を抑えることが出来ました。

引き続き無駄を無くし削減に取り組んでいきます。

⑦ 化学物質使用量の削減 

埼玉で雹被害が有り、たくさんのお客様が大変な思いをされた一年でした。

年間を通しその対応修理に追われた一年となり、修理範囲が広く塗装面積も大きいため

削減とまでは至りませんでした。引き続き工場環境を整え水性塗料の使用推進しながら

削減に取り組んでいきます。

⑧ 環境配慮車（アイサイト車）の販売促進への取り組み

新しい機能を持った車両が発表・発売されています。当然アイサイトにも新しい機能が追加

されています。より多くの方に知っていただくため、イベントなどを通し拡販につなげて行け

る仕組み造りを進めていきます。

 その他の取り組みと評価、次年度の取り組み 

① 業務の効率化への取り組み

コロナ禍前の状態に戻りつつありましたが、まだまだ・新車納期・部品納期など厳しい状況の

一年でした。・職場環境の改善・入庫予約管理の徹底・作業効率のアップ・ＷＥＢ会議／ＷＥＢ

研修を進め業務効率を上げていきます。

② 法定点検の促進・整備入庫車の促進とクレーム発生率削減への取り組み

点検種類により増減が見られましたが、マイスバルの新しい取り組みを始め、新しい店舗も加

わり、改めてコンプライアンス重視しながら作業の効率化を進めていきます。

③ 地域に密着した環境保全活動への取り組み

徐々にではありますが、各イベントへの参加や試乗会の開催などが実施できた一年でした。

下期より地域のクリーン活動にも参加させていただく事が出来ました。

次年度は、より多くのイベント活動ができるように準備を進めていきます。

            オートジャンボリー参加                     アイサイト体験試乗会   地域クリーン活動
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 （1） 適用となる主な環境関連法規 

遵守確認
設置の届出・保守点検・水質検査 ○

特定施設の届出（自動車自動洗浄装置等） ○

排水施設の設置義務、届出 ○

廃棄物の適正保管及び適正処理、業者との契約 ○

特定施設の届出（自動車自動洗浄装置等） ○

特定施設の届出（自動車自動洗浄装置等） ○

○

○

○

エネルギー使用量の把握 ○

○

○

小型家電の適正処理 ○

特定廃棄家電の適正処理 ○

該当工事実施時の市町村への事前届出 ○

土壌に有害物質を漏らさない流さない、県知事への報告届出 ○

空調機の・簡易・定期点検の実施、ガス漏れ時の使用中止 ○

プラスチック資源循環法 排出量の抑制・把握 ○

（2）  違反、訴訟等 

当社における環境関連法規に対する違反はありません。
関係当局による違反等の指摘も過去３年間ありません。

 「期 間」 ２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日 

 「実施日」 ２０２３年５月２５日 

 「社長総括」 

使用済み自動車の適正処理

下水道法

騒音規制法

土壌汚染対策法

フロン排出抑制法

NＯｘ、PM法

家電リサイクル法

廃棄物処理法

労働安全衛生法

消防法

化管法（PRTR法）

自動車リサイクル法

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

要  求  事  項主な適用法規

振動規制法

水質汚濁防止法

少量危険物取扱いの届出・表示・適正管理

有機溶剤中毒予防規則・特定化学物質障害予防規則の遵守

排出量の報告

特定化学物質の排出量・移動量の把握と記録、報告

代表者による全体評価と見直し・指示

浄化槽法

建設リサイクル法

省エネ法

小型家電リサイクル法

        遵守確認日  2022 年12月15日

本業の実績が徐々にコロナ禍前の実績に戻りつつある中で、社員の健康とコンプライアンスを

現状で本社、事務局、店舗と協力して取り組みを進められていますので、推進体制は変更なく

昨年６月に雹被害が有り、たくさんのお客様が大変な思いをされた一年でした。

環境にやさしい事業計画／事業活動／労働環境造りに取り組んで下さい。

進めていきます。

重視しながら取り組んできました。来年度はエコに対する取り組みの重要性を再認識し、その

中でも産業廃棄物の取り扱いを強化して進めてください。新しい業務取り組み（マイスバル予約

システムや電子産廃マニフェスト導入に向けての準備）なども進めていき更に業務効率を上げて、
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